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我
が
国
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
風
水
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
や
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震

の
切
迫
化
へ
の
備
え
、
加
速
す
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
国
民
の
命
を
守
る
た
め
の
「
危
機
管

理
投
資
」
の
一
丁
目
一
番
地
と
し
て
「
令
和
の
国
土
強
靱
化
」
を
強
力
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
物
流
効
率

化
に
資
す
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
や
港
湾
・
空
港
な
ど
の
整
備
は
、
生
産
性
向
上
に
直
結
す
る
「
成
長
投
資
」
で
あ
り
、

日
本
経
済
の
力
強
い
再
生
に
不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
未
来
へ
の
投
資
」
を
今
こ
そ
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
方
、
我
が
国
で
は
、
官
民
双
方
に
お
い
て
長
年
「
未
来
へ
の
投
資
不
足
」
が
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
主
要
先
進
国
が
大

規
模
か
つ
長
期
的
な
財
政
支
出
を
伴
う
産
業
政
策
へ
と
舵
を
切
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
渦
中
に
あ
る
中
で
、
高
市
内
閣
が
掲

げ
る
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
は
、
今
の
世
代
が
責
任
を
持
っ
て
将
来
の
基
盤
を
築
く
た
め
の
指
針
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
投

資
停
滞
を
打
破
す
る
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

加
え
て
、
近
年
、
物
価
や
賃
金
、
金
利
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
予
算
編
成
の
延
長
線

上
で
は
、
真
に
必
要
な
事
業
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
昨
今
の
中
東
情
勢
を
受
け
、
原
材
料
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費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
さ
ら
な
る
上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
政
府
予
算
の
予
見
可
能
性
を
高
め
、

財
政
計
画
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
物
価
・
賃
金
を
的
確
に
反
映
し
つ
つ
、
経
済
の
成
長
力
強
化
と
名
目
の
経
済
規

模
の
拡
大
に
ふ
さ
わ
し
い
予
算
編
成
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
建
設
業
の
足
元
の
状
況
は
、I

CT

・DX

等
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
進
ん
で
い
る
と
と
も
に
、
実
質
事
業
量

の
減
少
に
よ
っ
て
人
手
不
足
感
も
な
く
、
施
工
余
力
は
十
分
に
あ
る
状
況
で
す
。
さ
ら
に
協
力
業
者
も
土
木
分
野
と
建
築
分
野

で
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
公
共
事
業
の
増
加
が
民
間
投
資
に
影
響
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
の
建
設
業
就
業
者

の
減
少
や
高
齢
化
に
対
応
し
、
戦
略

17

分
野
の
基
盤
整
備
を
担
う
建
設
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
技
能
者
の
処
遇
改
善
や
さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
対
す
る
予
算
措
置
も
不
可
欠
で
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
建
設
業
連
合
会
と
し
て
は
、
公
共
事
業
を
通
常
歳
出
と
は
別
に
管
理
す
る
「
新
た
な
投
資

枠
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
単
年
度
主
義
や
補
正
予
算
へ
の
依
存
を
見
直
し
、
当
初
予
算

に
お
い
て
安
定
的
な
予
算
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
で
、
将
来
へ
の
展
望
を
示
す
計
画
的
な
投
資
を
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
、

左
記
の
項
目
に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 
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記 

 

一
、
昨
年
度
補
正
予
算
と
今
年
度
当
初
予
算
の
合
計
額
を
上
回
る
十
分
な
予
算
規
模
に
よ
る
「
実
質
事
業
量
」
の
確
保 

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
中
東
情
勢
等
に
伴
う
物
価
上
昇
や
賃
金
上
昇
を
的
確
に
予
算
に
反
映
し
、
デ
フ
レ
・
低
成
長
時
代
の

抑
制
的
な
予
算
編
成
か
ら
、
経
済
の
成
長
力
強
化
と
名
目
の
経
済
規
模
の
拡
大
に
ふ
さ
わ
し
い
予
算
編
成
へ
と
転
換

す
る
こ
と
。 

・
公
共
事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
資
機
材
高
騰
等
の
中
で
も
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
実
質

事
業
量
」
を
確
保
す
る
た
め
、
物
価
・
賃
金
を
的
確
に
反
映
し
た
予
算
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
来
年
度
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
補
正
予
算
と
今
年
度
の
当
初
予
算
の
合
計
額
を
上
回
る
、
十
分
な
規
模
を
確
保
す
る
こ

と
。 

 

二
、
「
新
た
な
投
資
枠
」
の
創
設
に
よ
る
「
危
機
管
理
投
資
」
お
よ
び
「
成
長
投
資
」
と
し
て
の
公
共
事
業
を
当
初
予
算
で 

別
枠
確
保 

・「
危
機
管
理
投
資
」
お
よ
び
「
成
長
投
資
」
と
し
て
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
見
可
能
性
を
持
っ
て
実
施
で
き
る

よ
う
、
通
常
歳
出
と
別
に
「
新
た
な
投
資
枠
」
と
し
て
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
。 
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・
あ
わ
せ
て
、
入
札
契
約
手
続
き
や
複
数
年
度
に
わ
た
る
投
資
の
特
性
に
鑑
み
、
当
初
予
算
に
お
け
る
予
算
措
置
を
基

本
と
す
る
こ
と
。 

 

三
、
生
産
性
向
上
と
建
設
業
の
担
い
手
確
保
へ
の
重
点
的
な
予
算
措
置 

・
生
産
年
齢
人
口
減
少
の
加
速
化
に
対
応
す
る
た
め
、
建
設
現
場
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る

AI

の
活
用
を
含
む

自
動
化
・
省
人
化
技
術
等
の
研
究
開
発
・
社
会
実
装
予
算
を
、
複
数
年
度
の
視
点
か
ら
拡
充
す
る
こ
と
。 

・
あ
わ
せ
て
、
他
産
業
並
み
以
上
の
賃
金
と
な
る
よ
う
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
政
策
的
に
大
幅
な
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
や
労
務
費
の
行
き
渡
り
を
徹
底
す
る
な
ど
、
建
設
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
処
遇
改
善
施
策
を
強
力
に

推
進
し
、
持
続
可
能
な
施
工
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。 
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